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1. ターム&コンディション 

詳細は、「EULA」文書をご覧ください。 
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2. システム概要 

2.1. サポートするプラットフォーム 

Motion Inspector 及びMotion Pad は以下のプラットフォームをサポートしていま
す。 

・	Microsoft Windows 7、8、8.1、10（64 ビット） 

・	Apple MAC OS/X 10.10（Yosemite）もしくはそれ以降 

・	Apple iOS version 8.0 もしくはそれ以降 

 

本書は、上記プラットフォームでのMotion Inspector の取り扱いについて述べてい
ます。以下のアイコンが表示されている項目では、該当のプラットフォーム、
Windows、OS/X、iOS での説明となります。 
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2.2. 対応機種 

Motion Inspector / Motion Pad は以下のカメラに対応しており、最低限必要な各
カメラのファームウエアを表しています。カメラのファームウエアは、システムメニ
ューでご確認いただけます。 

 

カメラモデル 最低限のファームウェア 
(Motion Inspector) 

最低限のファームウェア
（Motion Pad） 

Y3-Classic 109.89 無し 
Y3-S1/S2 全バージョン 無し 

Y4 125.102 無し 

Y5 125.102 無し 
Y6 142.120 無し 

Y7、Y8 全バージョン 無し 
N/NR 3 - S1/S2 150.112 150.112 
N/NR 3 - S3/S4 全バージョン 全バージョン 
N/NR 4 150.112 150.112 
N/NR 5 153.116 153.116 
NR 7/8 全バージョン 全バージョン 

Nx、NxT、Nx-
Air、iN 全バージョン 全バージョン 

Os 全バージョン 全バージョン 
CrashCam 全バージョン 全バージョン 
CC-mini 全バージョン 全バージョン 

X-Stream PCIe 全バージョン 無し 
Xstream Mini 全バージョン 無し 

 

メモ: X-シリーズ、HG-シリーズ、M-シリーズは Motion Inspector 及び Motion 
Pad に対応していません。Motion Studio など他のコントロールソフトウエアをご
使用ください。 
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2.3. Windows でのユーザーアカウント制御 (UAC) 停止の設定 

ユーザーアカウント制御が原因でカメラを認識しない場合、下記の UAC 停止の操作
を行ってください。 

1. 「コントロール パネル」を開き、「ユーザーアカウント」オプションを選択
します。 

2. アカウントを管理するページを開きます。 

3. 「ユーザーアカウント制御設定の変更」をクリックします。 

4. スライダーを下図を参考に「通知しない」ポジションまで動かします。 

5. 「OK」をクリックしWindows を再起動してください。 
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2.4. Windows ファイアーウォールの設定 

ギガビットイーサネットを使用するカメラでは、ファイアーウォールの設定が重要に
なります。LAN ケーブルを使うカメラでは、UDT ネットワークプロトコルを使って
通信を行い、カメラからの画像を受信するためにリスニングポートを開けます。 

多くの場合、このポートは開けるべきではありませんが、MotionInspector はファ
イアーウォール対象外のリストに加えていくつかの設定を加えます。 

 

2.4.1 Motion Inspector をファイアーウォール対象外に設定する方法 

ギガイーサネット通信を使った弊社のカメラを最初に利用すると、操作 PC のファイ
アーウォールは画像通信が大量に送られてくるためにプロテクトの手立てとして通信
を中止させます。この時に以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図のようにプライベートネットワークとパブリックネットワーク双方の通信許可に
チェックがついていることを確認して「Allow access」（アクセスの許可）ボタン
を押して下さい。 

ユーザアカウント制御（UAC）が無効になっていたり、上記の二つのオプションに
チェックが入っていない場合、ファイアーウォールが介在し続ける可能性があります。 

・	コントロールパネルからファイアーウォール画面「アプリに Windows 
Defender ファイアウォール経由の通信を許可する」（次頁の画面）を読み
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出します。 

・	画面をスクロールして「Motion Inspector」の「プライベート」と「パブ
リック」での使用許可にチェックを入れて下さい。 
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2.4.2.Windows ファイアウォールの無効設定 

カメラの接続にイーサネットを使用する場合は、Windows ファイアウォールを無効
に設定してください。 

ファイアウォールを無効にする場合には管理者権限が必要になります。ファイアウォ
ールには下記 3つのプロファイルがありますが、全てを無効にしてください。 

・	ドメイン プロファイル 

・	プライベート プロファイル 

・	パブリック プロファイル 

「コントロール パネル」から「Windows ファイアウォール」ダイアログボック
ス」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイアログボックス左のオプションリストから「詳細設定」を選択し、「セキュリテ
ィが強化されたWindows ファイアウォール」ウインドウ（次頁参照）を開きます。 
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「Windows ファイアウォールのプロパティ」ボタンをクリックし、「プロパティ」
画面を開きます。 

 

「ドメイン プロファイル」タブを選択し、「ファイアウォールの状態」を「無効」
にします。 

同様に「プライベート プロファイル」と「パブリック プロファイル」 でも「ファイ
アウォールの状態」を「無効」にします。 
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2.5.  Mac OS X 要求仕様 

Mac OS X 用の Motion Viewer には、「ffmpeg」version 4.0 もしくはそれ以降
がインストールされている必要があります。Mac に ffmpeg をインストールする最
も簡便な方法はHomebrew を使うことです。以下にその方法を述べます。 

 

Homebrew のインストール： 

アプリケーションフォルダーの中のユーティリティフォルダーから「ターミナル」を
起動させて以下の文字をコピー&ペーストします。 

/usr/bin/ruby -e "$(curl -fsSL 
https://raw.githubusercontent.com/Homebrew/install/master/install)" 

詳細は、https://brew.sh/index_ja からインストールして下さい。 

 

ffmpeg のインストール： 

Homebrew がインストールできたら、以下のテキストを
打ち込みます。 

  brew install ffmpeg 

 

Homebrew と ffmpeg のアップデート： 

Homebrew がすでにインストールされていてアップデートが必要な場合は、ターミ
ナルを使って以下の文字をタイプします。 

  brew update 

次ぎに ffmpeg のアップデートが必要かどうか以下をタイプします。 

  brew outdated 

リストに ffmpeg がある場合は、以下の文をタイプします。 

  brew upgrade ffmpeg 

以下のタイプを打って、ffmpeg のバージョンが 4.0 かそれ以上であることを確認し
ます。 

  brew info ffmpeg 
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3. Motion Inspector™  

Motion Inspector では 1 台または 2 台のカメラを使用で
き、画像の撮影・保存・再生ができます。このプログラム
を立ち上げると下図のウインドウが表示されます。 
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3.1. システムメニュー 

メインウインドウの左下にある工具のアイコンをクリックし、システムメニューを開
きます。 

・	フルスクリーン： MotionInspector をモニタ画面いっぱいに表示させま
す。（「F11」キー） 

・	オプション： 「3.1.3 一般オプション」の項目参照 

・	Motion Viewer： モーションビューワーを立ち上げます。 

・	Manual： 取扱説明書を開きます。 

・	アバウト： アバウトボックスが現れ、Motion Inspector についての詳細
事項が表示されます。 

・	Exit： システムメニューを終了します。 

 

3.1.1. カメラ列挙ボタン 

このボタンを押すと、PC に接続されているカメラをサーチし、探し出されたカメラ
をホーム画面に表示させます。カメラの再認識にも使います。 

 

3.1.2. カメラレイアウトをロード 

カメラ設定（レイアウト、撮影設定項目）は、PC のハードディスクにファイルとし
て保存することができます。このボタン押すことで保存したレイアウトに関するデー
タファイルを読み出すことができます。 
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3.1.3. 一般オプション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のデフォルト画像フォルダー： 「ブラウズ」をクリックし、画像をダウンロー
ドするフォルダーを変更します。 

ネットワークアダプタ： カメラに接続するネットワークアダプタを選択します。
「BROADCAST/ブロードキャスト」を選択すると、PC 内にある全てのネットワー
クアダプタからカメラを検索します。 

ネットワークパフォーマンス： カメラ/PC 間データ通信時の遅延です。ローカルネ
ットワークにトラフィックがある場合は、右矢印をクリックして値を上げ、より安定
した通信を行ってください。 

イーサネット データグラム サイズ: 3.1.4 大容量.データグラムサイズ（ジャンボパ



 

	 - 19 - 	 	  IDT ジャパン(株)  - Motion Inspector/Pad 取扱説明書 ‒  ver.1.06.01 

ケット）の項目を参照ください。 

露光時間の表示方法：  露光の単位を「Microseconds/マイクロ秒」または
「Shutter Angle/シャッターアングル」から選択できます。 

PCIe メモリバッファーサイズ： PCIe カメラを使用する際に設定する項目で、バ
ッファサイズを指定します。 

カメラ DDR に複数回録画できるようにする： この項目で「NO」を背設定すると
DDR メモリは一回だけの撮影メモリエリアとしてあてがわれ、複数回数の撮影を
DDR に留め置くことができなくなります。 

カメラ列挙フィルター： このカメラに接続する通信手段（USB、ギガイーサネット、
PCIe/Thunderbolt3）の選択を行います。 
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録画保存フォルダー名： 撮影画像の保存の度に新しいフォルダーが生成されます。
フォルダー名は日付と時間の組み合わせで生成され、必要に応じてユーザが名前を予
め作成しておくことができます。 

 

複数カメラの画像を保存： 3D モードで 2 台のカメラを接続した場合、保存画像を
別々のフォルダーに保存するか 1つのフォルダーに保存するかの選択ができます。 

 

撮影後： カメラがトリガーを受け付けて撮影を終了した後、自動的に録画画像をダ
ウンロードしてカメラ内のメモリにある録画画像を消去するか、再生モードに移るの
かの選択ができます。 
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トレースを有効にする： トレースを許可するか否かの選択ボタンです。トレースが
可能である場合、トレースデータファイルは「mi_trace.txt」としてダウンロードデ
ィレクトリに保存されます。 

 

背景： 色指定もしくはバックグラウンドの選択をします。 

 

OpenGL で画像を描画： OpenGL にて画像表示（高速表示）を許可するか否かの
選択ボタンです。 

 

トリガーホットキー： こソフトウェアで行うトリガー機能で、予め指定したキーボ
ード上のファンクションキーを押すことでカメラにトリガ信号を送ることができます。 

 

言語： 希望する言語を選択し、再スタートで設定言語が反映されます。 

 

iPad で Motion Inspector を使用する際の注意： 

上記の機能の中で、いくつかは iPad で使用することができません。 
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3.1.4. 大容量データグラムサイズ (ジャンボパケット) 

ギガビットイーサネット ネットワークアダプタには、大きなデータパケットを送受
信できるものがあります。通常のデータグラムサイズは 1500 バイトですが、ジャン
ボパケットと呼ばれるデータグラムパケットでは最大 9000 バイトです。 

カメラとネットワークアダプタの両方がジャンボパケット対応の場合、通信速度が上
がります。ジャンボパケットを有効にするため、下記の操作を行ってください。 

 

3.1.4.1. ネットワークアダプタのジャンボパケット設定 (Windows) 

1. Windows の「スタート」メニューから「コントロールパネル」ウインドウを開
き、「ネットワーク接続」を選択します。 

2. 使用するネットワークアダプタを右クリックし「プロパティ」を選択します。 

3. プロパティダイアログボックスから「構成」ボタンをクリックします。 

4. ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスから、「詳細設定」タブ
を選択します。 

5. 「設定」を「ジャンボパケッ
ト = Jumbo Frame」にして、
「値」を 1500 から最大値に
変更します。 
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3.1.4.2. ネットワークアダプタのジャンボパケット設定 (MAC OS X) 

1. 「システム環境設定」か
ら 「ネットワーク」を選
択します。 

2. 使用するネットワークア
ダ プ タ を 選 択 し 「 詳
細...」をクリックします。 

3. 「ハードウェア」ページ
を選択します。 

4. 「構成」を「自動」から 
「 手 動 」 に し て 、
「MTU」を 1500 以上に
変更します。 

 

 

カメラ側でのジャンボパケット設定 

1. Motion Inspector のシステムメニューから「オプション」を選択します。 

2. 「イーサネット データグラム サイズ」を「最適値」に設定します。もしくは、
PC 側で設定したデータグラムサイズより小さい値を設定します。 

 

メモ： ネットワーク環境によっては最大データグラムサイズがサポートされておら
ず、タイムアウトや誤作動が起こることがあります。このような場合はアダプタとカ
メラのデータグラムサイズを小さく設定してください。 
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3.2. カメラ 

接続されているカメラは、下図のようなカメラアイコン黒ボタンで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・	情報： カメラアイコン右上の  ボタンをクリックすると、カメラ情報が表
示されます。 

・	RESET CFG： 左上にあるこのボタンをクリックすると、カメラを立ち上
げた時にカメラの設定がリセットされます。 

・	ERASE SSD： このオプションは、SSD 搭載のカメラが接続されている
ときに表示されます。このボタンを押すとカメラ内 SSD に保存されている
画像データが消去されます。 

 

カメラのアイコンボタンをダブルクリックすると操作画面「3.5 カメラの操作」に移り
ます。 
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3.3. 間違ったカメラの IP アドレス 

接続されているカメラの IP アドレスが接続している PC の IP と整合性が合わない場
合、カメラボタンには以下のように赤字で警告メッセージが現れます。 

 

 

 

 

 

 

正しい IP アドレスに直す方法を以下に示します。 

・	カメラボタンをクリックします。 

・	正しい IP アドレスとサブネットマスクを入力します。画面では PC の IP と
適合する IP アドレスを提示します。 

・	「OK」ボタンを押します。（もしくは希望する IP アドレスを入力して
「OK」ボタンを押します。 

・	数秒間待ってカメラを再スタートさせます。 
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3.4. カメラ名と IP アドレスの編集 

カメラアイコンの（ i ）ボタンをクリックすると以下の画面が現れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「カメラ」、「IP アドレス」、「サブネットマスク」はここで変更できるので、希
望する項目をクリックし変更します。変更後は、画面右上の「X」ボタンをクリック
します。 
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3.5. カメラの操作 

カメラアイコンボタン（「3.2 カメラ」の画面）をクリックすると、カメラが起動し
以下の画面が現れて撮影可能になります。操作画面の上下には操作設定ボタンがあり、
これらのボタンに表示されている水色文字はクリックで変更可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面左上の「カメラ制御」ボタンを押すと画面左部に見える操作ホィールが現れ、露
光時間設定や撮影速度設定、録画枚数設定、トリガー設定ができます。 

画面下部の左端にある  ボタンをクリックすると、開いているカメラを閉じて最初の
ホーム画面に戻ります。 
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3.6. 撮影速度 (fps) 

撮影速度の設定は、画面左上に表示されている「FPS」ボタンの左右にある（ + ）と
（ - ）で増減できます。 

また、「FPS」ボタンをタップするかダブルクリックによって以下に示すタッチパッ
ドが現れます。これで撮影速度を直接入力します。このタッチパッドは、撮影速度設
定以外にも他の数値設定をするときにも同様に現れます。 
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3.7. 露光時間（シャッターアングル） 

「露光時間」（もしくは「シャッターアングル」）ボタンの左右にある「-1/2f」
「+1/2f」ボタンをクリックすると絞り半分に相当する露光時間の増減をステップ状
に設定できます。「露光時間」ボタンのタップもしくはダブルクリックで直接入力の
露光時間設定が行えます。「露光時間」もしくは「シャッターアングル」の設定は、
「3.1.3 一般オプション」で切り替えることができます。 

3.7.1. ローライト 

ローライトボタン(白黒の半円形) をクリックすると、自動的に撮影速度が 30fps
となり、露光時間が 1/30 秒（最長）になります。暗い定常光下でのフォーカスや撮
影視野の確認に使用できます。 

再度ローライトボタンをクリックすると元の値に戻ります。 
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3.7.2. 自動露光  (AE)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・	「AE」ボタン  をクリックするとカメラ画像に露光判定の枠（ターゲット
グリッド）が現れ、自動露光設定を開始します。 

・	ターゲットグリッドは移動させることができ、また任意の大きさに変更する
ことができます。 

・	指定したグリッド内の明るさ設定や自動設定の速度を設定することができま
す。 

・	露光範囲の最小時間と最大時間を設定することができます。 

・	「適用」をクリックすると、設定がカメラに送られ自動露光を開始しま
す。」 
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3.8. 解像度 

「解像度」ボタンを押すと下のグリッドが現れて、撮影のサイズ（画素数）と位置を
任意に設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

または、右欄に表示されたオプション設定で、予め決められた画素数を選択できます。 

間引表示（フル・間引）： 間引表示をセットすると、カメラ側で転送する画像が圧
縮されて送られ、フルに設定すると圧縮されずに送られます。 

JPEG Encode/JPEG エンコード：  

 上の画面には表示はありませんが、特定のカメラではカメラ側で JPEG 圧縮を行っ
て画像を転送できるものがあり、その場合の設定ボタンが表示されます。必要に応じ
て設定します。 

中央に設定： 「中央に設定」 ボタンで中央部の画像を設定します。 

リセット： 「リセット」ボタンで撮影画素数を最大にします。 
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3.9. 録画量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・	SSD Off ボタン、SSD バックアップボタン： 「SSD Off」ボタンを指定
すると、録画する画像はカメラの DDR に保存され SSD には保存されませ
ん。「SSD バックアップ」を指定するとカメラ録画は最初に DDR に収めら
れ、録画後 SSD にコピーされてバックアップとなります。 

・	「＋」ボタンと「 ̶ 」ボタンを使って録画枚数（バッファサイズ）の設定
とトリガポイント（フレーム数）の設定ができます。 

・	BROC： このオプションを選択すると BROC 撮影の枚数を選択すること
ができます。 
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3.10. 録画量（SSD もしくは SD カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「+」もしくは「-」ボタンを押すと録画されるフレーム数の増減ができます。また、
トリガーでは、トリガーが入った時点の前後のフレーム数配分の設定ができます。 

 

「BROC」（Burst Rec On Command）ボタンを選択するとトリガーボタンを押
す毎に指定した録画枚数と回数の撮影設定が表示されるので、それを設定します。 

Auto-backup at next power cycle： このボタンを押して「ON」にすると、
次回カメラ電源を立ち上げた時にこの機能が働きます。この機能は、トリガー待ち状
態かトリガーが入ると SSD（カメラが Os カメラの場合）に録画画像が保存されて、
自動的に次の録画モードに入ります。この機能は連続して続き、予め設定されたセグ
メントの数分だけ続きます。 

Restart from first undone segment： このボタンを押して「ON」にしてカ
メラの電源を立ち上げ直すと、定義されたセグメントのうちの録画されているセグメ
ントはそのままにして、空きのある最初のセグメントから録画を始め全てのセグメン
トに保存されるまで続きます。「OFF」の場合は、最初のセグメントが録画を始めて
いきます。 
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3.11. ストリーム画像を保存 

このメニューは、PCIe バスを使った XS-
mini カメラで表示されるものです。このカ
メラは、撮影される動画像が PC 内の
DRAMや HHD/SSD に保存されます。 

保存に複数のディスクを定義している場合、
録画画像は等分に保存されるため録画速度
を上げることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.12. 同期入力設定 

カメラに入力する同期信号を設定できます。外部同期信号をカメラが検知すると同期
を「外部」にセットすることができ、外部信号を検知しない場合は「内部」のみの設
定となります。 
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3.13. トリガー (TRIGGER) 

下図の右にあるオプションからトリガー信号を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.13.1. モーション トリガー（Motion） 

・	 上図の「Motion」ボタンをクリックします。このモードは、指定した領域（上
図の緑枠）内の明るさが変化することでトリガーを検知するものです。 

・	 このモードでは、4 つのオプションから条件を選択し、「レベル」（指定領域の
明るさ変化の感度）を設定します。「画面の明るさが変化」は指定領域の明るさ
の変化でトリガーが働き、「モーションディテクション」は指定領域内の物体が
動いた時にトリガーが入ります。 

・	 上図の緑枠は常時はピンク枠で、その領域を移動・リサイズし、設定した条件で
背景色がピンクから緑に変わることを確認します。緑に変わった時点がトリガー
が入った時点となります。 

・	 「リセット」ボタンは上記の設定を初期状態に戻します。 

・	 「適用」をクリックすると、条件が適用されます。モーショントリガーの設定が
適切に行われていれば、トリガーが働くようになります。 
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3.14. レンズコントロール 

O カメラ、Os カメラ、X-Stream カメラには電動モータによるリモートレンズ機能
がオプションで付けられ、フォーカス、絞り、ズーム（ズーム機能のあるレンズにつ
いてのみ）の制御を操作ソフトウェアから行えます。 

操作メニュー下段左にある「レンズ制御  」ボタンを押すとリモートレンズコント
ロールバー（Focus、Iris、Zoom）が横一列に現れます。 

コントロールバーにはそれぞれ両サイドにボタンが配置され、そのボタンを使って操
作を行います。 
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3.15. 階調 

「階調」ボタンを押すと、左のメニューが現れます。 

階調： モノクロカメラは 8, 9, 10、11、
12 ビット階調を持ちます。カラーカメラ
は 24, 27, 30、33、36 ビット（RGB）で
す。8/24 ビット、もしくは 8/27 を選んだ
場合は、その中の「 upper/ 上 位」、
「middle/中位」、「lower/下位」を選択
できます。 

ビデオ出力： この設定は Y シリーズで使
用できます。 

PC 出力： 画像を PC 上に表示します。 

HDMI/SDI 出力： HDMI 出力が可能に
なります。 

HDMI/SDI フォーマット及び Overlay： 
HDMI 出力を受ける映像機器ではカメラの
画像出力画素数を受け入れられ無い場合が
あります。「Overlay」ボタンを押すとカ
メラ情報がビデオ画面上に表示されます。 
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3.16. 画像 

センサーゲイン： センサーゲイン値は
1.00（デフォルト）、1.41、2.00、2.82
です。 

シャープネス： シャープネスフィルター
範囲は 0.0 から 1.0 で、0.1 単位で設定で
きます。 

ガンマ： ガンマ補正を 0.5 から 2.0 まで
0.1 単位で行えます。 

ブライトネス： ブライトネスの設定範囲
は、-0.25 から 0.25 です。 

コントラスト： コントラスト値は 0.50 か
ら 1.50 で、デフォルトは 1.00 です。 

ヒュー（カラーのみ）： ヒューは-180 か
ら 180 まで設定できます。 

サチュレーション(カラーのみ) ： サチュ
レーションは 0 .0（モノクロ）から 2.0 ま
で設定できます。 

デフォルト： 「デフォルト」ボタンを押
すと全ての設定が初期化されます。 

水平反転、垂直反転： 画像を水平反転、
垂直反転させます。 

Rot オフ： 画画像を 90°、180°、270°回
転させます。 

Crosshair： 画像中心を示す十字線（ク
ロスヘア）を発生させます。 
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3.17. ホワイトバランス 

・	「ターゲット Off」ボタンをクリックし、画面上に白い「＋」カーソルを発
生させます。 

・	「＋」を移動させて、ホワイトバランスの基準となる画像の一点（白色の灰
色部）に合わせてクリックします。 

・	「リセット」をクリックすると、値を 1.0 に戻せます。 

 

カメラによっては、カメラ内に色温度カラーテーブルがメモリされています。そのカ
メラの場合は、色温度スライドバー（Color Temperature）を移動させると色温度
に応じたカラーバランスの色調が得られます。 
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3.18. ペイントパラメータ 

本機能は、カメラ「X-Stream」にのみ有効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RGB ゲインとオフセットを個別に設定できます。 
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3.19. ルックアップテーブル（LUT） 

ルックアップテーブル（LUT）は、画像のコ
ントラストや明るさを調整する機能で、希望
する部位を強調させることができます。 

LUT を指定すると右の制御画面が表れます。 

LUT には、あらかじめ設定されている 5種類
（LUT A～LUT E）の階調設定ボタンがあり
ます。 

「ユーザー」ボタンは、階調を任意に設定し
て保存できるボタンで、グラフの●（節）を
カーソルを使ってドラッグし、希望する曲線
を作成して階調設定を保存できます。 

 

「BT 2020」は、4K ハイビジョンで採用さ
れた色域規格です。BT とは、Broadcasting 
Service Television の略でテレビ放送用の
2020 番目の国際規格です。 

 

「REC 709」は、ITU-R が定めた色域・ガ
ンマを再現する HDTV 向けのスタジオ規格
の特性です。 
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3.20. ガンマ 

ガンマ曲線は、3つのゾーンに別れています。 

レベル 0 ～ レベル 1： 「ガンマ 1」に適用されま
す。 

レベル 1 ～ レベル 2： 「ガンマ 1」と「ガンマ
2」の直線部に適用されます。 

レベル 2～最大値（8 ビット階調で 255、10 ビッ
ト階調で 1023）： 「ガンマ 2」に適用されます。 

 

このガンマーカーブの主な特徴は、上の数値を上昇
させても下の数値を抑えることができ、メリハリの
きいた階調画像を得ることができます。 
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3.21. ヒストグラム 

モノクロカメラ： グレー成分を表示します。 

カラーカメラ： 下記 3つのヒストグラムから選択できます。 

・	LUMA / ルミナンス： 輝度を表示します 

・	RGB： R、G、B各色成分を表示します。 

・	YUV： YUV 成分を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラー、モノクロいずれの場合も右に示すウェーブフォーム表示が可能です。 
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3.22. 詳細設定 

 

デノイズ（TNK = Temporal Noise Killer ）： 
TNK はテンポラルノイズを低減するフィルター
で、設定範囲は 0 (フィルターなし) から 5 (フル
フィルター) です。 

ダイナミックノイズリダクション（DNR = 
Dynamic Noise Reduction）： 画像のノイズを
低減します。 

ガウシアン（Anti-Alias）： ガウシアンブラ
ーフィルターを適用します。設定範囲は 0 から
16 です。 

シャープネスしきい値： シャープネスフィル
ターを使用する閾値です。 

デフォルト： すべての設定を初期設定にもど
します。 

 

3.23. リセット (RESET) 

カメラをリセットします。 

 

3.24. ズーム 

メインウインドウの右下にある虫眼鏡のアイコン をクリックし、ズームメニュー
を開きます。 

Fit： ウインドウにフィットするように画像をズームします。 
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3.25. カメラ操作 

 

カメラレイアウトを保存： 

設定したカメラ撮影項目をレイアウトファイルとして保存するボタンです。レイアウ
トした項目を必要に応じて読み出すことができます。 

録画： 

「準備完了 / 一時停止」ボタンを押して、録画準備が整うと左隣の「ソフトウェアト
リガ」ボタンが赤色に変わります（通常は灰色表示です）。録画終了は以下の 2 種類
の方法で行うことができます。 

・	ソフトウェアトリガ： 

赤色表示されている「ソフトウェアトリガ」ボタンを押します。 

・	ハードウェアトリガ： 

カメラ側に装着されている「Trigger IN」表示のある BNC コネクタに電気
信号を入れます。トリガ信号は、TTL（電気信号規格、5V）の立ち上がり
（もしくは立ち下がり）信号を入れるか、スイッチ（接点）入力を使います。 

 

トリガがカメラに入力されると、撮影が進行し自動的に終了します。その後、カメラ
操作画面は「再生」画面に移ります。 
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3.26. 再生 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画面上部操作ボタン】 

赤いごみ箱： このゴミ箱をダブルクリックすると、カメラメモリー内の画像を削除
し次の撮影準備を開始します。 

再生リスト： 各サムネイルが 1 つの動画像ファイルを表しています。サムネイル左
上の（i）ボタンをクリックすると、撮影情報が表示されます。また、カメラ内のメ
モリ空き容量とディスク(PC)のメモリー空き容量も表示されます。 

黒いごみ箱： 動画像のアイコンを黒いごみ箱にドラッグすると、その動画像（の
み）を削除します。 

 

【画面下部操作ボタン】 

スライドバー： 左右に動かし、動画像内の特定のフレームを表示します。 

スタートストッパ、エンドストッパ： 再生の範囲を設定します。 

ループ： このボタンを有効にすると再生をエンドレスで行えます。 

再生スピード： 再生の速度設定を行い、1x から 2x、4x、8x、12x、16x、20x 倍
速の設定ができます。 

 

【カメラ制御】 

動画像を保存する前に画像のホワイトバランスやピクセル深度、LUT、ガンマ補正が
できます。 
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3.27.   2 回目以降の撮影 

再生を済ませた後、ウインドウ左にあるオレンジ色の左矢印（＜）をクリックすると、
カメラメモリー内に新規セグメントができ、撮影準備を始めます。 

カメラメモリーの容量が十分でない場合は、その旨のダイアログボックスが表示され
ます。 

カメラメモリー容量が十分にある場合は、引き続き撮影を行えます。 
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3.28. 画像の保存 

フロッピーのアイコンをクリックすると、カメラから画像をダウンロードできます。
ダウンロードは、下記 3つのオプションがあります。 

RAW で保存（デフォルト）： 予め指定されているダウンロードフォルダーに
RAW 形式で保存します。RAW ファイルは、あとから Motion Viewer でコンバー
トできます。 

TIFF, JPEG, PNG で保存： 予め指定されているダウンロードフォルダーに JPEG、
TIFF、PNG 形式のいずれかのフォーマットで連番画像が保存されます。 

HDMI/SDI（機種限定機能）で保存： 画像が HDMI 経由で通常フォーマット（コ
マ欠けのない速度信号）で出力されます。 

 

「Save all」ボタンを押せば、カメラに保存されているすべての動画像をダウンロー
ドできます。 
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3.29. マルチカメラシステム（3D撮影） 

 

2 台まで同時に操作できます。 

・	カメラを接続しMotion Inspector を立ち上げます。 

・	カメラアイコン右下にある「 3D 」ボタンをクリックします。 

・	「3D」ボタンを有効にした後、どちらかのカメラアイコンをクリックします。 
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3.30.  3D 撮影の表示 

3D 撮影の操作画面では、下段左に配置されている 3つのボタンで制御されます。 

Cam A： カメラ A の画像が表示されます。カラーバランスなど設定の一部はカメ
ラ Aのみアップデートされます。 

Cam B： カメラ B の画像が表示されます。カラーバランスなど設定の一部はカメ
ラ Bのみアップデートされます。 

Cam AB： カメラ Aと Bの画像を、下記の方法で表示します。 

Interlaced： 画像のピクセルのうち、奇数列を一つのカメラから、偶数列をもう
一つのカメラから抜き出し合成します。 

Anaglyph： 一つのカメラから赤チャンネルを取りだし赤-シアン、 もう一つの
カメラから緑と青のチャンネルを抜いた画像を合成します。 

Superposed： 画像をアルファチャンネルを使って重ね合わせます。 

A over B（上下 A と B） ： 一つのカメラを上段に、もう一方を下段に配置しま
す。 

Side by Side（左右表示）： 一つのカメラ画像をウインドウ左に、もう一つのカ
メラ画像をウインドウ右に表示します。 

Frame Offset： このボタンは、ライブ画像が同期して再生されていないときに設
定するものです。 

Show Stereo Window： このオプションボタンを押すと、操作画面の枠内に捕
らわれない移動可能な映像画面が表示されます。この映像表示画面にはタイトルバー
やフレーム番号表示はされません。別の PC モニターに移動させたり別画面表示させ
たいときに便利です。画像内をダブルクリックすると画面が最大になり、再度ダブル
クリックすると元に戻ります。 
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3.31.  3D 撮影の同期 

2 台のカメラの「Sync In」ボタンを押すと以下のオプション設定画面が表れます。 

Internal： 各カメラで設定された撮影速度となります。（互いに同期しません）。 

Master/Slave： 一台のカメラの「Sync. OUT」コネクタにもう一方のカメラの
「Sync. IN」にケーブル結線をすると同期撮影を行います。「Sync. OUT」接続の
カメラがマスターとなり、「Sync. IN」接続カメラがスレーブ（従属）となります。 

External： 2 台のカメラは外部からの同期信号を必要とします。 

同期オプションを選択すると同期がとれるかチェックを自動的に行います。 

Invert Master Sync-Out： マスターカメラから出力される同期信号を反転しま
す。 

Detect Master Camera： このボタンを押すとマスターカメラとスレーブカメラ
を検索します。 
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3.32.  3D トリガー 

Master / Slave モードで 2台のカメラが接続されている時、トリガ-は外部電気信号
のみ受け付けます。（これは重要です。）ソフトウェアからトリガー（操作画面の赤
丸ボタン）をかけると、イーサネット通信遅れによって同一時刻でのトリガーがかけ
られません。 

スレーブカメラがマスターカメラに先んじてトリガーを受信すると、2 台のカメラは
撮影モードを終了してしまい、マスターカメラの撮影枚数が不足する事態が起こりま
す。 

電気信号によるトリガー撮影では、T-BNC とトリガースイッチを使って、一つのト
リガーボタンで 2 台のカメラ双方に同時刻のトリガー信号を入れるようにして下さい。 
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4. Motion Viewer™ 

4.1. 概要 

Motion Viewer は、カメラで撮影した動画像
を任意の記録媒体から読み出して再生し、希望するファイルフォーマットで任意の記
録媒体（USB メモリ、SD カード、など）に再保存するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意： SSD や SD カードに保存された画像を読み出すには、使用 PC の管理権限を
持つ使用者でなければなりません。Windows イクスプローラを開けて
Motionviewer.exe を右クリックにて「管理者として実行（A）...」を呼び出し指定
します。このオプションはMac バージョンのMotionViewer には適用されません。 

Refresh ： サムネイルリストをリフレッシュします。 
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4.2. RAWファイルを開く 

RAW ファイルを開くには、RAW ファイルアイコンをクリックして、希望するサム
ネイルファイルを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択したアイコンをクリックすると次頁に示す画像操作画面が表れます。 
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・	再生コントロールボタンを押して再生を開始します。再生ボタン  は
二つあり、順方向と逆方向のボタンがあります。 

・	スライダーバー  を左右に動かすと画像が進行、又は逆転します。スライド
バーの左端、右端にはスタートストッパ、エンドストッパがあり再生範囲を
指定できます。 

・	ループアイコン  をクリックすることによりループ再生を行うことができ
ます。 

・	再生スピードボタン  の設定です。再生速度を 1x から 2x、4x、8x、12x、
16x、20x 倍速に設定できます。 

・	ズームアイコン  をクリックすると画像の拡大表示ができます。 

・	ギアアイコン  をクリックするとパラメーターダイアログが表示され画像
パラメータの設定が行えます。 

・	保存ボタン  をクリックして保存するファイルフォーマット指定と保存先
を指定して保存します。 
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4.3. 動画像の設定 

カメラ撮影の設定値は RAW ファイル内に保存されていて、そのうちのいくつかは編
集可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・	カメラ（Camera） 

・	画像パラメータ（Image） 

・	カラー（Color） 

・	ガンマ（Gamma） 

・	ルックアップテーブル（LUT） 

・	3D View：3D 関連画像のみ有効 

3D 設定では関連する 2 種類の画像ではパラメーター設定が異なる所があり
ます。パラメータを編集するには、最初に「ビュー画像の選択」（Select 
View）のドロップダウンリストから画像を選びます。 
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4.4. RAWファイル変換 

保存ボタン（フロッピー
形状アイコン）をクリッ
クすると右画面が表れま
す。希望する動画像を変
換保存します。 

 

 

 

 

 

 

・	画像フォルダー： 保存するフォルダーを「ブラウズ」ボタンから指定しま
す。 

・	画像プリフィックス： 保存画像の接頭文字を指定します。 

・	ファイル形式（TIFF, BMP...）： 希望するフォーマットを指定します。 

・	Codec： ファイル形式のいくつか（JPEG、AVI、MOV）は、コーデック
「Codec」が設定でき、隣欄のドロップダウンリストから選択できます。 

・	出力する階調： 画像濃度が 8/24bit 以上にサポートされている画像であれ
ば、希望する画像濃度に設定変更できます。 

・	レート[fps]： 再生速度の設定を行います。（AVI、MOV、MRF、MCFファイルのみ。） 

・	「開始」「停止」： 保存するフレーム範囲を指定します。 

・	フレーム番号をリセット： このオプションを選択すると、フレーム番号の
「 - 」負番号がリセットされ「0」からの表示に変換されます。 

・	コンバート後にロウファイルを削除： RAW ファイルを別のファイルに変
換した後、RAWファイルが自動的に消去されます。 

・	オリジナルサイズに合わせる： このオプションは、3D RAW 動画時有効
です。 

・	Save： このボタンで変換・保存を開始します 
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4.5. バッチモードによる変換作業 

画面下部のグレーバーにある「Batch」アイコンをクリックして変換バッチダイアロ
グボックスを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Raw ファイル欄から変換したい動画ファイルをクリックします。 

選択は、上下矢印アイコンを使ってファイルを読み出して行きます。 

・	「全て選択」： データベースにある全てのファイルを選択します。「全て
非選択」ボタンは選択したファイルを解除するボタンです。 
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・	「ブラウズ」： 変換先のフォルダを指定するブラウザボタンです。 

・	ファイル形式ボタンで希望するファイルフォーマットを選び、必要に応じて
右横欄の Codec と変換品質（Codec Quality）を選択します。 

・	「選択したシークエンスをコンバート」： バッチコンバートで指定された
範囲の動画を保存する場合はこのボタンを押します。 

・	「Convert」： 画像保存をスタートします。 

 

 

4.6. 動画像の表示と変換保存 

・	メインメニューの「画像」フォルダーをクリックします。 

・	希望する動画像ファイルのサムネールをクリックして開きます。 

・	スライダーバーや再生ボタンを使って動画像をチェックします。 

・	「Disk」（フロッピーディスク）アイコンをクリックして希望する画像フォ
ーマットで希望するフォルダーに動画像を保存します。 

 

4.7. SSD/SD カードの動画像のアーカイブ 

・	「SDカード」もしくは「リムーバブル SSD」アイコンをクリックします。 

・	希望する動画像ファイルのサムネールをクリックして開きます。 

・	スライダーバーや再生ボタンを使って動画像をチェックします。 

・	「Disk」（フロッピーディスク）アイコンをクリックして希望する画像フォ
ーマットで希望するフォルダーに動画像を保存します。 
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5. Motion Pad TM 

 

5.1. 概論 

Motion - Pad は、カメラ操作を直感的に行うことを目的に開発されました。本ソフ
トウェアは、iPhone や Andoroid 端末機で使うことを目的としています。 

カメラの検出はMotion Inspector と同じで、検出されたカメラは画面に表示されま
す。 

各カメラを操作する前にカメラをリセット（RESET CFG）することも SSD 内の画
像データを消去（ERASE SSD）することもできます。 

カメラは一台だけでなく複数台のカメラを同時に開けることができます。 

 

 

 

 

 



 

	 - 61 - 	 	  IDT ジャパン(株)  - Motion Inspector/Pad 取扱説明書 ‒  ver.1.06.01 

5.2. カメラ名称と IP アドレスの変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前ページの画面で表示されている「情報ボタン」  を押すと上の画面が表示され、
カメラの名称や IP アドレスを変更することができます。 
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5.3. オプション 

Motion Pad は、言語選
択とダウンロードフォル
ダをMotion Inspector
と共有しています。メイ
ン画面下部にある「ツー
ル」バー  をクリック
すると右の画面が現れま
す。 

 

現在のデフォルト画像フ
ォルダー： 画像が保存
されているフォルダーを
指定します。指定は、
「ブラウズ」ボタンで行
います。 

ランゲージ（言語）： 
English、German、Italian、Japanese のうち希望する言語を選択します。 

TC-Hub 検出： TC-Hub（IDT の製品）がネットワークに接続されていると自動
的に認識し操作が行えるようになります。 

温度モニターを表示： このオプションをチェックすると、メイン画面下部のオレン
ジ円内  にカメラ温度が表示されます。温度の単位は摂氏（℃）もしくは華氏（°
F）のいずれかを指定します。温度センサーを持たないカメラは「できない」表示と
なります。 

自動欠陥補正： このオプションをチェックすると、カメラの画質を自動的に補正し
ます。このオプションをもたないカメラでは表示がされません。 

Video Server Controller ポート： JL Cooper SloMo コントローラによる通信
のポートナンバーを指定します。 

Cyan View GWY Controller ポート： Cyan View GWYコントローラによる通
信のポートナンバーを指定します。 
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5.4. カメラ操作 

指定したカメラが開くと、右図のメイ
ン画面が表れます。画面上部にカメラ
が捉える画像が表示され、その下にカ
メラ操作パネル  と撮影動画の再生
と保存パネル  が表示されます。 

 

画面最下段のボタンの説明をします。 

Back ： カメラリストページに戻
ります。 

Record ： カメラの録画開始と録
画停止（トリガーストップ）を行いま
す。カメラ録画中はこのボタンが点滅
します。 

SD カード/SSD ： このボタンを
クリックすると、SD カードに保存され
ている動画ファイルリストが表示され、
残りのメモリ容量も表示されます。 

Camera Temperature ： この
ボタンをクリックすると、カメラ内部
の温度表示を摂氏もしくは華氏に切り
替えます。（温度センサーが内蔵され
ているカメラのみ表示されます。） 
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5.4.1. 録画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fps： 撮影速度設定バーです。「5.4.5.オプション」の SDI 設定（ビデオ出力フレ
ーム数）のカメラ録画ボタンの倍数で設定します。 

露光時間：  露光時間の設定を行います。設定値はシャッター開角度（shutter 
angle）もしくはマイクロ秒単位での設定です。「露光時間」ラベルをクリックする
と数値入力キーパッドが表れるので、それを使って露光時間を設定します。 

シャッターアングルは、1/撮影速度を 360°として 360°の分割分をシャッター角度とします。
90°であれば撮影間隔分の 1/4 が露光時間に相当し、1000 コマ/秒の場合は、1/1000 x 
(90/360) = 1/4000 秒となり、23°（ = 360°の 1/15.62）の場合は、63.9μ秒となります。 

時間： 録画時間を設定します。設定値は秒指定となります。もしくは撮影枚数を指
定します。 

トリガー前（Pre-Trigger）： プリトリガ-時間の設定です。トリガー信号が入っ
た時点から前の録画時間をこれで指定します。秒指定となります。もしくは枚数指定
もできます。 
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5.4.2. ペイント 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガンマ 1： 底部（ロアーセグメント）のガンマ設定を行います。 

ガンマ 2： 上部（アッパーセグメント）のガンマ設定を行います。 

レベル： 上部スレッショルドレベルを設定します。 

センサーゲイン： カメラゲインセンサーの設定で、0 dB、+3 dB、+6 dB（それぞ
れ 1.00、1.41、2.00）の設定が可能です。 
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5.4.3. ペイント 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャープネス： 画像のシャープネスフィルタです。数値は 0（シャープ機能「0」
から「0.7」まで設定でき、初期値は 0.2 です。 

ブライトネス： 明るさ調整を行います。調整は-0.25 から 0.25 でデフォルトは 1
です。 

コントラスト： コントラスト調整で 0.5 から 1.5 まで調整できます。デフォルトは
1です。 

サチュレーション： カラー飽和量の設定値で、「0」（グレースケール値）から
「2」まで設定できます。初期値は 1.2 です。 
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5.4.4. ホワイトバランス/ゲイン/ペデスタル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リセット（G/P）： ゲインとペデスタルのリセットボタンです。ゲインを 1.0 に、
ペデスタルを 0にします。 

ロック（ペデスタル）： ペデスタル設定スボタンをロックします。 

ホワイトバランス（White Balance）： このボタンを選択していない場合、Gain、
ペデスタル設定を個別に行うことができます。このボタンを押すと、以下の設定でホ
ワイトバランスが行えます。 

ホワイトバランス設定： このボタンを押した後画像の灰色部をクリックすると、灰
色のカラー成分から最適なカラーバランスを計算してホワイト調整を行います。この
時、画像上のカーソルは自動的に十字線になります。 
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5.4.5. ルックアップテーブル（LUT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルックアップテーブルボタンを押すと、上図に示す 8 種類のボタンが表れます。LUT
カーブと画像を確認しながら希望するカーブのボタンを押します。 
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5.4.6. モーショントリガー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モーショントリガー： モーショントリガーボタンは、3 つの設定があります（オフ、
セット、オン）。「セット」に設定するとモーショントリガーの詳細設定を行うこと
ができ、「オフ」はこのトリガーを用いない設定となり、「オン」で有効となります。
「セット」の状態で各種のトリガーコンディションの設定を行い、ライブ画面上のモ
ーショントリガーの緑色の枠が赤色に変わればモーショントリガーが有効に働いてい
ることになります。 

トリガー条件： モーショントリガーのモード設定で、「画面の明るさが変化」「画
面が明るくなる」「画面が暗くなる」「モーションディテクション」の 4 つの設定が
あります。 

ターゲット： 検出レベル設定で、ミニマムは感度が低く明るさがかなり変わらない
とトリガーがかからず、マキシマムはちょっとの明るさの変化でトリガーがかかるよ
うになります。 

ROI 位置設定： モーショントリガーウィンドウ（枠 = Region Of Interest）の位
置設定です。上下左右を矢印カーソルを使って合わせます。 

ROI サイズ設定： モーショントリガーウィンドウ（枠）の大きさ設定です。上下
左右のサイズを矢印カーソルを使って設定します。 

注意）ROI の位置と大きさは、画面に現れているウィンドウを直接ドラッグして設定すること

もできます。 
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5.4.7. 自動露光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動露光： 指定した窓（ウィンドウ）内が適正露光になるように露光時間を自動で
絶えず調整させるボタンです。 

ターゲット： 指定した窓（ウィンドウ）内の画面平均を暗めにするか明るくするか
の設定です。 

速度： 自動露光調整をゆっくりの時間変位で行うか速く行うかの設定です。 

ROI 位置設定： ウィンドウ（枠 = Region Of Interest）の位置設定です。上下左
右を矢印カーソルを使って合わせます。 

ROI サイズ設定： ウィンドウ（枠）の大きさ設定です。上下左右のサイズを矢印
カーソルを使って設定します。 

注意）ROI の位置と大きさは、画面に現れているウィンドウを直接ドラッグして設定すること

もできます。 
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5.4.8. ROI（範囲指定）/同期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ROI（Region Of Interest = 撮影画素指定）は、予め 7 種類のボタンが用意されて
います。希望するサイズのボタンを押して決定します。 

 

「同期入力設定」は、上の画面に示すように 5 種類の設定ボタンが用意されています。 

2 台以上のカメラで、同期撮影のためのマスター/スレーブ結線がなされていると、
自動的にマスター/スレーブを検知します。 

2 台以上のカメラと TC ハブが検知されると、「TC-Hub Synchronized」ボタンが
表示されます。このボタンをクリックすると TC ハブが起動して位相遅延時間を設定
できるようになります。 
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5.4.9. オプション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDI 詳細： カメラに SDI 出力（ハイビジョンテレビ信号出力）機能が備わってい
る場合、SDI 映像出力のフレーム数を周波数単位で設定できます。また、「SDI オー
バーレイ」ボタンを押すと画像にタイムスタンプ表示を重ね合わせて出力できます。
「SDI のみ」選択にするとカメラの出力作業が低減するので SDI への出力性能が向
上します。 

撮影後： カメラ撮影後は、以下の 4つの操作のいずれかとなります。 

・	一時停止： 何もおこなわない。 

・	再スタート： SDI 出力で録画再生を行い、その後再び録画開始の準備モー
ドになります。このオプションは、POVモデルのみ可能です。 

・	SSD に画像を保存： カメラに SSD もしくは SD カードが内蔵されていて
カメラファームウェアもサポートしている場合、録画後自動的に保存されま
す。 

・	再生開始： 撮影が終わると同時に録画した画像の再生を始めます。 

・	センターライン： このボタンを押すと画面中央を示す白色十字線が表示さ
れます。 
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5.4.10. レンズ 

電動モータレンズ駆動ができるカメラ（O シリーズ）では、リモートレンズ機能が有
効となります。 

 

Focus： スライドバーでレンズフォーカスを行います。 

IRIS： スライドバーでレンズ絞りを調節します。 

Zoom： ズーム調整を行います。マニュアルズーム機能しかないレンズやプライム
レンズはこの機能を使えません。 
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5.5. SD カード/SSD からの動画読み出し 

カメラに SD カード（CC-Mini カメラ）もしくは SSD（Os カメラおよび Os
イリーズカメラ）が内蔵されている場合、このメモリーに格納されている画像
を読み出すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セグメントをローディング（Load segment）： 上図画面リストから必要な動画
ファイル（セグメント）をクリックし、「セグメントをローディング」ボタンを押し
て読み出します。この場合の読み出しは、カメラ内の DDR（撮影メモリ部）に読み
出されます。 

サムネイルの消去（Erase thumbnails）： セグメントのサムネイルはローカル
コンピュータに保存されている画像です。サムネイルの消去（Erase thumbnails）
ボタンで消去することができます。 

 



 

	 - 75 - 	 	  IDT ジャパン(株)  - Motion Inspector/Pad 取扱説明書 ‒  ver.1.06.01 

5.6. 再生と保存 

 

5.6.1. 再生操作 

録画した画像は、上図の再
生パネルで順方向再生、逆
方向再生、コマ送り再生な
どが行えます。再生速度調
整は速度スライダーを移動
させて調整することができ
ます。 

 

5.6.2. 動画像の保存 

録画した画像はいくつかの
フォーマットで保存するこ
とができます。 

Compressed  ： カメ
ラファームウェアでサポートされた圧縮画像（Os カメラおよび CC カメラは JPEG
フォーマット、CC-mini カメラは H264）でダウンロードできます。カメラ側に圧
縮画像機能がない場合はグレー表示となります。 

RAW  ： RAWフォーマットで保存します。 

SDI  ： カメラ側と映すビデオモニタ/ビデオレコーダー側双方に SDI 端子があ
る場合は、この機能によってビデオ出力を送ることができ、録画ができます。このボ
タンを押して指定した周波数で画像を送信します。 

SSD ： カメラに SSD もしくは SD カードが内蔵されている場合、動画像を手動
で保存することができます。 
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6. Apple iPad/iPhone/iPod 用モーションツール 

（Motion Pad、Motion Inspector） 
 

6.1. 概要 

Motion Inspector と Motion Pad for iOS は、Wi-Fi/イーサネットアプリでアップ
ル社の iTunes からダウンロードできます。適応機種は、iOS8 以上です。iOS 端末
から IDT 社のギガイーサネット対応のカメラを操作することができます。本ソフト
ウェアは、Apple 社の端末を使って PC とは別に独立してカメラを操作することがで
き、携行性にとてもすぐれたツールとなっています。 

使用可能なカメラは「2.2. 対応機種」でリストアップされたものとなります。 
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6.2. アプリケーションのインストール 

iOS 用のソフトウェアは iTunes ストアから無料でダウンロードできます。アップル
ストアのアプリを立ち上げて、検索から Motion Pad もしくは Motion Inspector
を探せばアクセスできダウンロードができます。 

ダウンロードが済むと、iPhone、iPad 画面に以下の赤枠で囲まれたアイコンが表示
されます。 
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6.3. アプリケーションのセットアップ 

カメラと通信するために、Wi-Fi の設定を行います。 

・	Wi-Fi 機能を持ったスイッチングハブ、もしくはルーターハブを用意し、カ
メラをイーサネットケーブルで接続します。 

・	カメラ電源を ON にし（ハブの電源も ON）、カメラ背面の「Status」表示
ランプが緑色点灯するまで待ちます。 

・	 iPad の「設定」→「Wi-Fi」をクリックし、「ネットワーク設定」欄にカメ
ラが接続されているハブの名前がリストアップされていることを確認して接
続します。（Wi-Fi 接続にパスワードが必要な場合はパスワードを入れま
す。） 
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6.4. カメラ操作 

カメラ操作は、PC のMotion Inspector とほぼ同じ画面です。 

 

画面上部と下部にカメラ操作ボタンがあります（露出、撮影速度、解像度、ホワイト
バランス、等）。「赤丸」録画ボタンを押すとトリガ信号とみなしてカメラは録画終
了工程に入ります。 

iOS 上の MotionPad は Windows バージョンのものと同じです。操作上の詳細は、
「5. Motion Pad」を参照下さい。 

 

 

6.5. Motion Inspector を使った動画像のダウンロード 

録画が終了すると、以下の再生画面となります。 

・	操作画面下部にある矢印バー  で再生を行います。 

・	スライドバーの白黒ハンドル  をスライド移動させることで画像を自由に正
転・逆転できます。 

・	スライドバーの両端にあるオレンジハンドル でスタート位置とストップ位
置を設定できます。 

・	Disk ボタンを押して RAWフォーマットファイルで動画像を保存します。ま
た、ビデオ出力（HDMI もしくは SDI）を最高 60 fps で送信します。 
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6.6. MotionPad を使った動画像のダウンロード 

動画像のダウンロードは「5.6. 再生と保存」で紹介しています。 

 

6.7. iTunes を使った動画像の転送 

iaPd/iPhone に RAW ファイルもしくは JPEG で保存された動画像は、iTunes の
「ファイル共有」でMac に転送できます。 

・	 iTunes を立ち上げます。 

・	接続された iPhone/iPad をクリックして以下の画面を表示させます。 

・	「ファイル共有」から「Motion Pad」もしくは Motion Inspector をクリ
ックします。 

・	右の枠欄に録画画像フォルダーが表示されます。下画面の場合は、「2018-
05-04 14.27.05」フォルダーです。フォルダー名は、フォルダーが生成さ
れた年月日と時刻になっています。 

・	転送したいフォルダーをクリックして「Save to ...」ボタンを押し、保存す
る場所を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


